
　工業研究所では、中小企業の技術支援という基

本方針のもと、平成１７年度から３年間の第１期中

期目標・計画を定めて取り組んできました。

　中期目標・計画の核となる「モノづくり中小企業

総合技術支援事業」では、１）「出向きます技術相

談」として６３２社の企業を訪問して皆様のご意見を

伺うとともに、２）「名古屋発オンリーワン技術開

発研究」として１０８件の受託研究を受け、企業の課

題解決と新製品・新技術の開発に努めました。また、

３）「なごやモノづくりカレッジ技術者養成事業」と

して従来の中小企業技術者研修に加え、業界特有

の専門技術の修得を目指す業界対応専門研修を新

たに５コース実施し、４）「モノづくり基盤技術産

業協働プログラム」として７団体の業界と会合の場

を設けるなど、企業・業界のニーズの把握と人材育

成にも取り組みました。

　技術支援を効果的・効率的に行うには、当所自体

の技術の底上げが不可欠です。そこで、１６のコア技

術を定め、研究課題の選択と集中による技術力向

上を目指してきました。さらに、外部評価制度を

導入し、外部委員の方に当所の事業評価をお願い

して業務の適正化を図るとともに、積極的な情報

提供・公開を進めてきました。この３年間、目標管

理型の新たな取り組みを行い、数値目標を概ね達

成することができ、総じて一定の成果を挙げるこ

とができたと考えています。

　平成２０年度からは、次の３年間（平成２０～２２年

度）を期間とする第２期中期目標・計画の取り組み

を開始しました。

　基本的には第１期中期目標・計画の目標管理型の

業務運営を継続し、昨年度と同様の目標値をさら

に高い質にて達成することを目指します。また、

より強力かつ効果的な技術支援を可能とするため、

中小企業の技術高度化支援策として、新しい製造

技術に関するプロジェクト研究開発にも取り組み

ます。技術支援の礎となる当所のコア技術には社

会の技術動向を考慮して若干の修正を加え、外部

資金を積極的に獲得し、成果技術は中小企業への

移転を図ります。

　第２期中期目標・計画ではこれまでの活動で得ら

れた成果を客観的に判断し、今後の技術支援へと

フィードバックしていくことが重要と考えていま

す。また、顧客満足度のアップにも注力して参り

ます。

　限られた当所の人材と資材のもとではあります

が、一人でも多くの方から、「工業研究所に相談し

てよかった」と言って頂けるよう、職員一同、努力

していく所存です。今後とも、皆様方のご理解と

ご協力、よろしくお願いします。

（技術支援室長　平野　幸治）
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１．はじめに

　現在、機械システム研究室では、コア技術として

機械診断を補助する簡易予知保全システムの開発

を行っています。機械診断に繋がる機械性能評価

については、当所でも既に行われ、応力、振動、変

位等の測定と解析をしてきました。

　これまでも企業からの機械設備のトラブルに関

する相談事例は多く、例えば表に掲げるような

様々なケースがありました。しかし、殆んどは事

後評価であり、事前評価に気をつけてもらえば、大

事に至らないケースが多かったと思います。

表１．機械設備のトラブルに関する技術相談例

２．機械性能評価に関する研究実績

　これまでに評価・研究した事例を紹介します。

○鉄道レールに取り付けられた装置の応力解析

　レールには設備の保安のための装置が取り付け

られる場合があります。しかし、その装置の取付

け方によっては、レールからの大きな力で装置が

破損したり、外れたりして、事故にも繋がる場合が

あります。そのため、事前にレールに取付けられ

た装置の応力挙動を調べる必要があり、その解析

と合わせた研究を行いました。

　図１は装置にひずみゲージを貼り、直接、列車が

通過した時の応力を測った結果です。１両に車輪

が片側４輪（左右８輪）あり、６両編成通過の２４個

の応力ピークが見つかりました。応力値は２０ＭＰａ

以下であり、設計値より低い値であることを確認

しました。その後、実際にかかる応力をさらに低

減するために、製品形状、ジョイントの柔軟性の確

保などを提案し、より安全な製品開発を行うとと

もに、その後の保全の指標を作りました。

［所報７９（１９９４）ｐ１参照］

図１　列車通過時の付帯装置にかかる応力変化

○刺繍機の挙動

　高速で動く刺繍針の挙動を高速度カメラで捕ら

えることで、運動曲線の指標を作成できました。

布を押さえる時の跳ね返りや、糸のゆるみなどの

発生を見つけることができました。またレーザー

ドップラー振動計にて振動振幅を測定し、機械装

置の固有振動数の解析を行い、振動低減に繋げま

した。　　　　　　　［研究年報（１９９４）ｐ１参照］

○微小に変位する荷重の測定

　変動する微小荷重を測定する時には、直接の荷

重計からでは情報が広域的になり、必要な値を計

測できない場合が多いです。そのため、オリジナ

ルの荷重計の採用が必要になってきます。当所で

は磁場を用いた研磨装置において、簡単な板バネ

を装着し、そこにひずみゲージを貼り、変動する微

小荷重を測れる装置を作製しました。この手法は

多くの応用が望めます。

［所報８９（２００４）ｐ１参照］

３．今後の研究展開

　当研究室では機械診断において、ただ測定する

のではなく、解析を行い、より良い改善提案をする

ことを課題にしています。まずはご相談頂き、一

緒に改善に取り組みましょう。

（機械システム研究室　児島　澄人）
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　プラスチックの射出成形では様々な成形不良が

起こりますが、その不良の一つとしてウエルドラ

インと呼ばれるものがあります。ウエルドライン

とは複数の溶融した樹脂の流れが合わさるところ

に生じる線状痕です。当然のことながら製品の外

観上好ましいものではなく、無くすことが求めら

れます。ウエルドラインを完全に消すことは容易

ではありませんが、薄くしたり、短くしたり、外観

上見えないところに移動させます。最近では、ＣＡＥ

による流動解析が発達しており、その発生位置を

非常に精度良く予測できるようになっています。

ウエルドラインの一般的な対策としては、射出速

度を速くする、保圧を高くする、樹脂温度を高くす

る、金型温度を高くする、ゲートの位置・数・大き

さを変更する、等があります。こうした対策に

よってウエルドラインが解消し、一見すると問題

は解消されたかに思えます。しかし、外観上問題

が無くても、ウエルドライン部分では機械的な強

度が低下することが知られています。ナイロン、

ポリアセタール、ポリカーボネートなどのプラス

チック材料では、強度低下が比較的大きいことが

知られています。また、ガラス繊維強化プラス

チックではウエルドライン部の強度が著しく低下

することも知られています。

　プラスチック材料研究室ではポリ乳酸を始めと

する生分解性樹脂に関する研究を行っています。

これらの生分解性樹脂はまだまだ開発途上の段階

にあり、ウエルド強度に関するデータはあまり見

かけません。そこで今回、ウエルド強度を測定す

るための試験片用の金型を導入しました（図１）。

　この金型では、引張試験片（全長９０�、ネック部

断面５×２�）と衝撃試験片（８０×１０×４�）の成形

ができます。ウエルドラインが丁度それぞれの試

験片の中央に位置するように設計されており、ウ

エルド部の引張強度等の物性を測定することがで

きます。樹脂の流路を切り替えることで、ウエル

ド用ではなく、通常の試験片も作製できます。ま

た、この金型は通常の水による温調（室温～９０�）

のほかに、高温仕様の温調機（図２）を取り付ける

ことができ、金型を１００�以上（～１２０�程度）まで

加熱する必要がある樹脂にも対応することができ

ます。当研究室では、結晶核剤入りのポリ乳酸の

成形等に使用しています。

　ご興味を持たれた方は下記までお問い合わせく

ださい。

（プラスチック材料研究室　原田　征）
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プラスチックのウエルド強度測定用金型

図１．ウエルド用金型と成形品（右下） 図２．金型温調機
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　工業研究所では、「意欲ある中小企業の技術力

アップ」の支援を目標に、様々な事業を行っていま

す。その中で、当所が進める「モノづくり中小企業

総合技術支援事業」の柱である「技術相談」と「受

託研究」についてご紹介します。

　技術一般に関する質問には、まずは「技術相談」

をご利用ください。「技術相談」は貴社と当所とを

結びつける第一歩です。ご相談は電話や電子メー

ルでも結構ですが、実際の製品やサンプルを前に

詳細な打ち合わせが必要と判断される場合には、

ご来所をお願いすることもあります。もちろん、

相談は無料にて行っています。昨年度は、１万６

千件以上のご相談を受け、「技術の駆け込み寺」と

して多くの企業の方々にご利用頂いています。相

談のみでは課題が解決せず、なんらかの評価や分

析が必要となることも多く、その場合は依頼試験

にて解決を図ります。ＪＩＳ規格試験からオーダー

メード試験まで、多種多様なご要望に対応してい

ます。なお、依頼試験では内容に応じた費用がか

かります。

　また、当所職員が企業へと出向き、現場で相談を

受ける「出向きます技術相談」も行っています。当

所の業務内容をご紹介するとともに企業の技術課

題についてお聞きし、「工研ユーザー」のすそ野を

広げることを目的としています。昨年度には、名

古屋市内の中小企業を中心に２００社以上を訪問しま

した。「うちの工場の製造ラインをみてほしい」等

のご要望がありましたら、ご一報ください。

　一方、新製品や新技術の開発には「受託研究（企

業側からは委託研究）」をご利用ください。「受託研

究」のための必要要件は、「テーマに研究要素が含

まれること」であり、当所の職員が企業からの委託

を受けて研究を行います。また、委託企業の社員

を研究補助員として派遣して頂き、研究作業を共

同で行うことも可能です。昨年度だけでも５０件以

上の受託研究を受け、技術開発のお手伝いをして

きました。研究期間は当該年度内の２ヶ月以上で

す。研究費は企業負担とし、研究期間が２ヶ月以

上６ヶ月未満の場合は月額１０万円以上で、６ヶ月

以上の場合は総額６０万円以上で承ります。受託研

究は所内審査を経るため、研究開始までに多少の

お時間を頂くことになります。

　「受託研究」は企業側が経費と人材を、当所が人

材と資材を提供する共同研究です。そのため、当

所担当者にも、研究内容に関する知識と経験が必

要となります。名古屋市工業研究所では、１５のコア

技術と４０の得意技術を定め、技術支援のための礎

として研鑚を重ねています。当所のホームページ

に詳細がありますので、受託可能な技術分野とし

てご参照ください。

　名古屋市工業研究所の設立目的は当地域の中小

企業への技術支援です。貴社の技術課題を当所と

共有して頂き、ウィン・ウィン（Ｗｉｎ・Ｗｉｎ）の関

係を築くことができましたらうれしい限りです。

まずはお気軽にご連絡ください。

代表電話：０５２－６６１－３１６１

電子メール：ｋｉｋａｋｕ＠ｎｍｉｒｉ．ｃｉｔｙ．ｎａｇｏｙａ．ｊｐ
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